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　あまりに突然のことだった。
　2017年 8 月27日、私はオーストリアのリンツ郊外にあるザンクト・フロ
ーリアンにいた。作曲家アントン・ブルックナーがかつてオルガニストを
務めていた修道院の「ブルックナーオルガン」のコンサートが始まるのを
待っていた。オルガンの足元にはブルックナーが眠っている。そこに研究
室の院生からラインが届いた。電話してほしいということなので、何かよ
からぬことが起きたのかもしれないと胸騒ぎがした。コンサートが終わっ
てから電話しようか一瞬迷ったが、すぐに修道院の中庭に出て、東京にい
る金澤孝准教授に電話したところ、今関源成教授（以下、今関さんという）
が癌で入院したということだった。頭が真っ白になった。秋学期の彼が担
当している授業をどう分担するかを数日以内に憲法担当教員で議論すると
いう。いったん電話を切り、コンサートが始まる直前に再び外に出て、金
澤准教授に再度電話をし、その場で、今関さんが担当する 1 年必修科目
「憲法 A」は私が担当すると伝えた。バッハのオルガン曲を聴きながら、
さまざまなことが頭に去来した。
　 9 月 4 日に帰国して、家のパソコンを開くと、今関さんからメールが届
いていた。「お願い（重要）」という件名の 8 月27日13時06分のメールで、
「突然このようなメールを送ることになりこちらも戸惑っております。」で
始まる。 7 月の半ばに体調を崩し、 8 月10日に病院で検査をすると、癌の
高いステージにあるという診断が出てすぐに入院したこと、秋学期以降の
憲法関係の講義等、法研の研究指導、博論審査、マスター入試の採点・面
接等に穴をあけてしまうことになるので対応をお願いしたいということが
書かれていた。
ii　　早法 94 巻 4 号（2019）
　私は 9 月 5 日 8 時31分に、すべて了解したこと、病気の治療に専念して
ほしい旨のメールを送った。このメールへの返信はなかった。見舞いは固
辞されていたが、何とか行けないものかと思案していたところ、 9 月23日
5 時27分に逝去されたというメールが届いた。あまりに突然のことで声が
出なかった。
　もう40年も前になる。今関さんは、私が大学院博士課程 2 年の時に修士
課程に入学してきたので、 3 年後輩になる。入学当初から頭角をあらわ
し、控えめで寡黙、自己主張をするタイプではなかったが、報告や質問の
なかではポイントを衝いた、実に鋭い指摘を行う。「おぬし、できるな」
という太刀筋だった。 3 年半ほど大学院で一緒に学んだが、私が地方の大
学に就職したため、たまに学会で挨拶する程度の関係になった。1996年 4
月に私が早稲田にもどると、彼とは学部内のさまざまな仕事を相談できる
よき同僚となった。自分のことはほとんど語らず、とにかく弟子のこと、
学部のことについて力を注ぐ彼に、私はすっかり甘えてしまった。学部の
執行部（正副の教務主任）を通算11年の長きにわたって務め、カリキュラ
ム改革や学生の勉学条件の改善などに尽力された。そのため単著を出すの
が遅れていたのだが、私は、今関さんが54歳の時に、出版社を紹介して著
書化をすすめたことがある。その時、一瞬目が光ったので、出版の方向に
進むものと思っていたのだが、そのままになってしまった。私の怠慢も
あって、再度すすめることをしないうちに、彼はこの世を去ってしまっ
た。
　今関さんの研究の軸足は、フランス憲法研究に置かれた。法学部助手だ
った25歳の作品、「レオン・デュギ、モリス・オーリウにおける『法によ
る国家制限』の問題（ 1 ）（ 2 ）」（早稲田法学57巻 2 号、58巻 1 号）は、若き
今関さんの切れ味と可能性を感じさせるデビュー作となった。その後もフ
ランス憲法における司法や違憲審査の問題について研究を続けた。また、
日本における司法制度改革に正面から向き合い、その基礎にある「法の支
配」論について根底的批判を展開するなど、学界において注目される論稿
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を発表してきた。「法による国家制限」は、法を統治手段と見る司法制度
審議会答申の「法の支配」観とは完全に対立するものである。著者が日仏
の憲法研究を通して獲得した近代立憲主義のあり方は、この「法による国
家制限」の理論のなかに集約されていると言えよう。
　その後も「国民の司法参加」、検察審査会制度、弁護士自治、最高裁裁
判官の任命慣行など、司法をめぐる重要問題について次々に論稿を公表し
て問題提起を行ってきた。近年では、大学の自治について関心を深め、
「『大学の自治』と憲法院」（早稲田法学87巻 2 号）を公表するなど、大学の
自治の担い手としての理論と実践を総合する論稿を発表しはじめたところ
だった。「学問を学問として成立させ、教育の質を高めることができるの
は、学問の論理以外の束縛から解放されて自由な教育・研究活動を行う大
学人をおいてない。」この言葉には、いまの大学のありように対する、今
関さんの危機感に満ちた問題意識が集中的に表現されている。
　これまでの今関さんの研究は、今関源成著『法による国家制限の理論』
（日本評論社、2018年）にまとめることができた。2017年12月16日、法学部
主催の「今関源成先生とお別れする会」が 8 号館106教室で開催された。
彼が好きだったというマーラーの交響曲第 5 番嬰ハ短調の第 4 楽章アダー
ジェットが流れる。スピーチのなかで私は、「今関さんの仕事を何とかま
とめて、世に問いたい」と宣言してしまった。「会」の終わりに挨拶した
奥様の佳子さんがこれに反応され、彼が日頃家族に語っていた自らの仕事
への思いを知ることになる。その場で、私の気持ちは決まった。すぐに日
本評論社代表取締役社長の串崎浩氏に相談したところ、出版を快く引き受
けてくださった。直系の弟子にあたる法学学術院講師（任期付）の波多江
悟史氏にまとめ役を依頼し、弟子たちが協力して、今関さんの仕事を体系
的に整理し、解題を付して出版した。516頁の大著になった。
　研究の方向と内容がより鮮明になり、より深まってきたところでの急逝
は、本当に残念でならない。齢60という、まだこれからという時にその
命を終えてしまった。さぞや無念だったことだろう。
iv　　早法 94 巻 4 号（2019）
　今関さん、この国と、この国の憲法の行方をしっかり見守ってくださ
い。
 早稲田大学法学学術院教授
 水　島　朝　穂
『法による国家制限の理論』出版までの経緯については、私のホームページ
の直言「憲法政治の危機のなかで─今関源成『法による国家制限の理論』」
（http://www.asaho.com/jpn/bkno/2018/1008.html）も参照のこと。
